
Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
— 4 .1 — 4 .4 4 .5 4 .4 4 .5

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 7 7 .7 7 7 .2 7 8 .2 7 8 .0 7 3 .4 3 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 8 5 .7 9 4 .9 8 9 .0 8 9 .7 9 0 .8 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ — 7 .2 5 2 .7 4 9 .1 4 3 .6 1 0 0

施策 ５ 　 教育の質を高める 環境の充実

指標１

【 項目】
研修目標達成度（ 5段階評価）

【 説明】
経験者研修及び専門研修ご と の研修目標達成度の
平均（ 5段階評価）

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 担当課】
学校管理課

教育セン タ ー

実　 　 績　 　 値

担当課評価

・ 進捗は順調です。
・ 「 埼玉県　 校長及び教員と し ての資質向上に関する 指標」 を 踏ま え、 キ ャ リ ア ス
　 テージに応じ た資質能力を 育成する よ う 計画に沿っ て 研修を 実施し ま し た。
・ 今後は、 教職員の主体的な学びを 支援する ため、 教職員のニーズに応じ た研修内容
　 について検討し ま す。 ま た、 働き 方改革等の観点から 、 研修効果を 担保し た上で、
　 研修のオン ラ イ ン 化（ 同時双方向型・ オン デマン ド 型） を さ ら に進めま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育セン タ ー

・ 進捗はあ ま り 順調ではあり ま せん。
・ セン タ ー的機能を 活用し ている 学校が限ら れていま す。
・ 市立特別支援学校から の積極的な情報発信と と も に、 セン タ ー的機能を 活用する
　 こ と によ り 得ら れる 効果等を 、 各学校に周知し ていき ま す。

【 項目】
市立特別支援学校のセン タ ー的機能
を 活用し た学校の割合

【 説明】
各市立小・ 中・ 高等学校（ 小32校、 中22校、 高1
校） が市立特別支援学校のセン タ ー的機能を 活用
し た割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

指標４

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

学校管理課

・ 進捗はあ ま り 順調ではあり ま せん。
・ 時間外在校等時間数の削減に向け、 各学校では、 行事等の精選、 日課表の工夫等の
　 取組を 行っ ていま す。
・ 今後は、 本市の「 学校における 働き 方改革基本方針」 に基づき 、 保護者や地域の方
  の理解を 得ながら 、 具体的な改善策を 講じ ていき ま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

現在値
（ Ｒ １ ）

目標値
（ Ｒ ７ ）

【 担当課】
市立川越高等学校

・ 進捗は順調です。
・ 年度によ り 実績値に変動はあり ま すが、 生徒や保護者の意見を 聞き 、 良好な学
　 校運営に努めたこ と によ り 実績値は高い状況です。
・ 引き 続き 、 目標値を 目指し て、 生徒や保護者の意見を 聞き 、 良好な学校運営に努
　 め、 市立川越高等学校の満足度向上を 図り ま す。

指標２

指標３

【 項目】
勤務時間を 除いた在校等時間数が、
月45時間ま たは年360時間を 超えた
教職員の割合

【 説明】
勤務時間を 除いた在校等時間数が、 月45時間ま た
は年360時間を 超えた教職員の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
市立川越高等学校の生徒、 保護者の
満足度

【 説明】
生徒、 保護者への学校評価ア ン ケート における
「 入学し て（ さ せて） よ かっ た」 と 回答し た割合

単位
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総合評価

Ｂ

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗はおおむね順調であり 、 評価も おおむね良好です。
　 特に指標１ の「 研修目標達成度（ 5段階評価） 」 については、 実績値と し て高い水準
を 保っ ており 、 キャ リ ア ス テージに応じ た資質能力を 育成する よ う 計画に沿っ て研修
を 実施する こ と ができ ま し た。
　 し かし 、 指標２ の「 勤務時間を 除いた在校等時間数が、 月45時間ま たは年360時間を
超えた教職員の割合」 については、 目標値に対し て進捗が順調ではあ り ま せんでし
た。 令和4年度に策定し た「 学校における 働き 方改革基本方針」 に基づき 、 効率的な働
き 方を 推進し ている と こ ろ ですが、 引き 続き 、 保護者や地域の方の理解を 得ながら 具
体的な改善策を 講じ 、 教育の質を 高める 環境の充実のた めの取組を 進めま す。

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 勤務時間を 意識し た働き 方の推進の検討にあっ ては、 検討に参加する 教職員を 固定
　 する こ と なく 、 幅広い意見が出る よ う に工夫する 必要がある 。 ま た、 出た意見を 迅
　 速に活かすこ と のでき る 体制も 考えていかなければな ら ない。
・ 教職員の勤務時間について、 仕事量が多いこ と が勤務時間に影響し ている と 感じ て
　 いる 。 働き 方改革だけに焦点を 当てて施策を 進める のではなく 、 県に働き かけなが
　 ら 職員を 増やすと いう 取組も 考える こ と が必要である 。
・ 事務負担軽減にあっ ては、 地域の人材を 活用し ていく こ と も 必要だと 考える 。 地域
　 も 含め、 みんなでこ ど も を 育てていく と いう 環境づく り が必要であ る 。
・ 部活動の地域連携は、 大学と し ても 貢献でき る 部分である と 考えている 。
　 部活動に関心を 持つ学生も 多いため、 積極的な活用を 検討し ていただき たい。
・ 市立川越高等学校の進路指導力向上について、 今後は受験の方法も 多様化し 、 生徒
　 一人ひと り に合わせた指導が必要と なる 。 教職員の負担も 考慮し た対応の工夫が求
　 めら れる 。
・ 現在、 特別支援学校のセン タ ー的機能を 活用する 学校が限ら れてし ま っ ている と の
　 こ と だが、 こ ど も のこ と についての不安を 、 専門的な 視点で助言し ても ら いたいと
　 感じ ている 現場の先生や保護者は多いため、 工夫し な がら さ ら に活用についての周
　 知を し ていただき たい。

施策 ５ 　 教育の質を高める 環境の充実
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

指標１

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 経験者研修　 11講座　 504名　 　 専門研修　 21講座　 285名
・ 「 主体的・ 対話的で深い学び」 の実現に向け、 川越授業ス タ ン ダード を 活用し た授業づく
　 り に関する 研修の実施（ 全経験者研修）
・ 特別支援学校教諭2種免許状に必要な 単位を 取得可能にする ため、 「 免許法認定講習（ 特
　 別支援教育） 」 を 新たに開設

現 状 ・ 課 題

・ 県の「 校長及び教員等の資質向上に関する 指標」 に基づき 、 教職員のキ ャ リ ア ス テ ージに応
　 じ た研修内容を 計画、 実施する こ と によ り 、 おおむね順調に進捗し て いま す。
・ 「 ふる さ と 学習推進研修会」 において、 児童生徒のふる さ と 川越への愛着・ 誇り 等を 育成す
　 る 学習の推進を 行っ て いま す。 ま た、 全教職員を 対象と し たＩ Ｃ Ｔ に関する 研修を 実施し 、
　 Ｉ Ｃ Ｔ 活用指導力の向上を 図っ ていま す。

・ 本市の喫緊の教育課題の解決に向けた研修を 、 引き 続き 実施する 必要があ り ま す。
・ 教職員が各自のキャ リ アス テ ージにおいて求めら れる 資質能力を 身に付けら れる よ う に、 研
　 修内容を さ ら に工夫する 必要があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 本市の課題であ る 学力向上、 Ｉ Ｃ Ｔ 活用、 ふる さ と 学習を 最重点と し て、 研修を 実施し ま
　 す。
・ 各教職員が必要な学びを 主体的に行い、 資質向上を 図る こ と ができ る よ う にする ため、 教職
　 員のニーズを 把握し 、 研修計画に反映さ せ、 実施し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 中堅教諭等資質向上研修　 全7回　 55名
・ 臨時的任用教員研修 8回（ ①全員参加 3回、 ②経験年数1～2年目及び希望者のみ参加 5回）
　 194名（ 内②は64名）
・ かわご え ミ ド ルリ ーダー研修　 全9回　 参加者（ 小・ 中） 7名
　 研修評価達成度平均（ 5段階評価） 4. 9

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 中堅教職員は、 県の「 校長及び教員と し ての資質向上に関する 指標」 の深化・ 中核期に該当
　 する こ と を 踏ま えて 、 研修の指導者に実践経験豊富な 講師や大学教授等を 選定し 、 よ り 質の
　 高い研修と なる よ う にし ま す。 ま た、 「 川越市教職員キ ャ リ ア アッ プデザイ ン シ ート 」 を 活
　 用し 、 管理職と の対話を 通し て、 中堅教職員が主体的に自身の資質向上に取り 組める よ う に
　 し ていき ま す。
・ 臨時的任用教員研修では従来の対面・ 集合型研修、 オン ラ イ ン 研修（ 同時双方向型） に加え
　 て、 オン ラ イ ン 研修（ オン デマン ド 型） を 新たに取り 入れ、 臨時的任用教員が必要なと き に
　 何度でも 研修動画を 見ら れる よ う にし て いき ま す。 ま た、 研修内容を すぐ に実践に生かせる
　 よ う にする ためにすべての研修を 10月ま でに実施し ま す。

細 施 策 ①教職員研修の充実

施 策 の 内 容

・ 教職員の経験段階に応じ 、 初任者研修、 中堅教諭等資質向上研修や管理職研修など を 核と し
　 た経験者研修の充実を 図り ま す。
・ 学習指導要領への対応や様々な教育課題に対応する ため、 教員の専門的ス キ ルを 高め、 授業
　 改善につながる 専門研修の充実を 図り ま す。
・ 教育者と し ての使命感、 責任感を 持ち、 指導力のあ る 意欲的な 教員を 育成する ための研修を
　 充実さ せる と と も に、 服務規律を 守り 、 倫理観の向上を 図る ための研修を 実施し ま す。

細 施 策 ②中堅教職員・ 臨時的任用教員の育成

施 策 の 内 容

・ 若手・ 中堅教職員の教育に対する 識見を 高め、 資質・ 能力の向上を 図り 、 学校運営の推進者
　 と なる 人材を 育成し て いき ま す。
・ 臨時的任用教員研修において 、 教職員の資質向上に関する 指標を 基と し た研修を 経験年数に
　 合わせて 計画し 、 臨時的任用教員の授業力を 育成し ま す。

現 状 ・ 課 題

・ 中堅教職員に対し て は、 学年組織マネジ メ ン ト や人事評価制度等、 学校の中核を 担う 人材を
　 育成する 研修を 実施し ま し た。 研修参加者について、 教務主任・ 学年主任等のミ ド ルリ ー
　 ダーを 担う 者が増加し ていま す。
・ 臨時的任用教員に対し ては、 全員参加の研修が3回、 経験年数1～2年目及び希望者のみ参加
　 の研修が5回あ り ま す。 研修内容については、 県の「 校長及び教員と し ての資質向上に関す
　 る 指標」 に基づき 、 教員と し ての使命感を 高め、 実践的な指導力を 養う 研修を 実施し ま し
　 た。

・ 学年主任や教務主任等の若年化を 踏ま え て、 中堅教職員が学校運営の推進者と なれる よ う 研
　 修内容を 工夫し 、 よ り 主体的に研修に参加でき る よ う 改善し て いく 必要があ り ま す。
・ 2月の臨時的任用教員研修で実施し た「 家庭と の連携の在り 方」 「 学年・ 校務分掌等におけ
　 る 組織の一員と し て の在り 方」 など の研修内容については、 すぐ に教育実践に生かせる よ う
　 にする ため、 研修の実施時期など 研修計画を 見直し て いく 必要があ り ま す。

(1 )教職員の資質向上
担当課

教育セン タ ー

担当課

学校管理課・ 教育センタ ー
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標１

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標２

現状

課題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 校長会等において、 在校時間記録シス テ ム の具体的な 活用方法を 周知し ま す。
・ 学校における 働き 方改革に関する 取組について 、 市ホ ーム ページや各学校の学校運営協議会
　 等で、 保護者や地域の方の理解が得ら れる よ う 、 周知に努めま す。
・ 本市における 「 学校における 働き 方改革基本方針」 に基づき 、 教職員の働き 方改革を 進めま
　 す。
・ 部活動においては、 外部指導員を 活用し た指導体制を 整えて いき ま す。

細 施 策 ③教職員研修の効果的な実施

施 策 の 内 容
・ 教職員の負担軽減及び新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症拡大防止のため、 対面型・ オン ラ イ ン 型の
　 研修方法によ り 、 研修内容に適し た時期で研修を 実施し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 対面・ 集合型研修　 156回（ 全研修の66％）
・ オン ラ イ ン 研修（ 同時双方向型・ オン デマン ド 型） 　 79回（ 全研修の33％）

現 状 ・ 課 題

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症が5類感染症へ移行し たこ と で、 各研修において感染対策を 理由
　 と し た、 研修形態等の変更措置を 取る 必要がな く なり ま し た。
・ 対面集合型研修、 オン ラ イ ン 研修の全研修数に対する 割合は、 令和4年度と 同程度です。

・ 「 学校における 働き 方改革基本方針」 に基づき 、 教職員の負担軽減の観点から 研修の在り 方
　 や内容について検討する 必要があ り ま す。
・ オン ラ イ ン 研修（ 特にオン デマン ド 型） における 、 研修効果を よ り 高める ための研修内容、
　 研修方法について検討する 必要があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

担当課

学校管理課①勤務時間を 意識し た働き 方の推進

施 策 の 内 容

・ 教職員の働き 方について見直す機会と な る よ う 、 在校時間記録シス テ ム によ り 把握し たデー
　 タ を 定期的に学校へ提供し 、 管理職を 含めた教職員の意識改革を 図り ま す。
・ 「 ふれあ いデー」 の設定を 推進し ま す。
・ 保護者や地域に対し て 、 学校における 働き 方改革に関する 取組を 理解し ても ら う よ う 周知
　 し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 在校時間記録シス テ ム 更新によ り 、 教職員が月の途中でも 時間外在校等時間を 把握でき る
　 形式に変更
・ 在校時間等の客観的な データ を 参考にし た各学校における 取組（ 日課表の工夫、 行事の精
　 選、 ノ ー残業デー等の取組等）
・ 市立学校全校での「 ふれあ いデー」 の設定
・ 学校現場の教職員が参加する 負担軽減検討委員会を 2回開催

現 状 ・ 課 題

・ 定例校長会において 、 在校時間記録シス テム によ る 職員の勤務状況把握、 状況に応じ た教職
　 員への働き かけについて周知し ていま す。 その結果、 教員の意識も 高ま り 、 効率的な働き 方
　 を 各学校で工夫し 、 月80時間超の教員は減少傾向にあ り ま す。

・ 全体的に長時間勤務は改善傾向にあ る が、 各学校において在校時間が長い教職員が一定数い
　 ま す。 特に、 中学校の教職員は、 週休日の部活動への従事時間が大き く 影響し て いる 現状が
　 あ り ま す。

・ 専門研修（ 希望し て 受講する 研修） の数を 増やすこ と で、 教職員が自身のキ ャ リ ア アッ プに
　 適し た研修を 選択し て 受講でき る よ う にし ま す。
・ 教職員の負担軽減のため、 情報伝達が主な内容であ る 研修はオン ラ イ ン 研修オン デマン ド 型
　 にする な ど 、 オン ラ イ ン 研修の割合を 増加さ せま す。
・ 経験者研修における 各種提出物等を 削除する こ と で、 教職員の負担軽減を 進めま す。
・ オン デマン ド 型研修参加者の振り 返り 等を 基に、 研修内容や研修方法について改善を 図り 、
　 よ り 充実し た研修を 実施し ま す。

細 施 策

(1 )教職員の資質向上
担当課

教育セン タ ー

(2 )教職員の働き 方改革
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標２

現状

課題

細 施 策 ②事務負担軽減への取組

(2 )教職員の働き 方改革
担当課

学校管理課・ 教育指導課

令和5 年度の
主 な 実 績

【 学校管理課】
・ 統合型校務支援シス テ ム を 活用し た学校から の提出物の削減を 実施
・ グ ループウ ェ ア を 活用し た調査等の回答方法の簡素化（ 回覧レ ポート やア ン ケ ート 機能の積
　 極的な活用）
・ 市立中学校において 、 部活動指導を 補助する 地域人材登録 　 19校90名
・ 市立川越高等学校において、 部活動外部指導者導入事業によ る 外部指導者　 4名
【 教育指導課】
・ 市立中学校部活動指導員配置　 6校8名

現 状 ・ 課 題

【 学校管理課】
・ 統合型校務支援シス テ ム やグ ループウ ェ ア を 活用し て 、 調査の簡素化、 提出物の削減を 図る
　 こ と ができ ま し た。 更なる 事務の効率化に向けて、 研究を 進めていく こ と ができ ま し た。
【 教育指導課】
・ 専門性が必要な部活動において、 指導準備の助言等を 受ける こ と で、 部活動顧問の負担軽減
　 が図ら れていま す。
・ 市立中学校において 、 始業前の活動（ 朝練習） を 原則行わな いよ う にし 、 部活動顧問の負担
　 軽減が図ら れていま す。

【 学校管理課】
・ 統合型校務支援シス テ ム やグ ループウ ェ ア について、 一部の職員における 活用だけではな
　 く 、 よ り 多く の職員が活用でき る よ う にする 必要があ り ま す。 ま た、 更なる 事務の効率化
　 のための方策を 検討する 必要があ り ま す。
【 教育指導課】
・ 部活動の意義を 理解し 、 適切に指導を する こ と ができ る 人材及び報酬に係る 財源の確保が必
　 要です。
・ 多感な時期の中学生を 指導する ため、 外部指導者と 学校と の連携の在り 方の整理が必要で
　 す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 学校管理課】
・ グ ループウ ェ ア を 活用し た事務の簡素化に向けた方法を 、 教育委員会内に広めていき ま す。
・ 統合型校務支援シス テ ム を 活用し て、 不登校及び不登校傾向と 思われる 児童生徒調査等、
  学校の事務負担軽減につながる 取組を 広げていき ま す。
【 教育指導課】
・ 国や県の動向を 確認し ながら 、 部活動指導員を 含めた外部指導員を 活用し た指導体制を 整え
　 る と と も に、 予算措置等についても 国や県に働き かけていき ま す。

施 策 の 内 容

・ 統合型校務支援シス テ ム を 活用する など 、 国や県、 市で求める 調査報告について効率化が図
　 れる よ う 検討を 進めま す。
・ 学校と 教育委員会と が負担軽減について と も に研究する 場を つく り 、 働き 方改革を 推進し ま
　 す。
・ 学習指導案や教材等を 関係者で共有し 、 教員の教材づく り 等の授業準備に掛ける 時間を 削減
　 し 、 事務の効率化を 図り ま す。
・ 教育委員会から の調査・ 照会業務の適正化（ 縮減） を 行い、 事務負担の軽減を 図り ま す。
・ ス ク ールカ ウ ン セラ ーやス ク ールソ ーシ ャ ルワ ーカ ーなど 、 専門性を 持つ多様な 職員と 教員
　 が協働し 、 「 チーム 学校」 と し ての組織体制強化を 図る こ と で、 教員一人ひと り の負担軽減
　 を 図り ま す。
・ 部活動の意義や発達段階を 踏ま えた指導が行え る よ う 、 外部指導者の活用を 含めた地域と 連
　 携し た活動を 推進し 、 部活動顧問の負担軽減と 持続可能な運営体制の構築に努めま す。
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標２

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標３

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 各学科（ 普通科・ 情報処理科・ 国際経済科） 35人の少人数学級編成を 維持
・ 普通科の生徒の大学・ 短大・ 専門学校等への進学率　 91％
・ 情報処理科、 国際経済科は全商検定3種目以上1級合格者　 50名
・ 部活動の充実を 図る ための部活動外部指導者を 導入　 4名計800時間
・ 生徒の個別支援に対する ス ク ールカ ウ ン セラ ーを 配置　 9回
・ 学校改革を 進める ため川越市立川越高等学校教育審議会を  2回開催

現 状 ・ 課 題

・ 10月1日時点の県内中学校3年生対象進路希望状況調査で、 市立川越高等学校普通科を 希望す
　 る 倍率は3. 79倍（ 県内1位） と な り ま し た。
・ 全商検定や日商検定の取得者が県内の商業系高校の中でト ッ プク ラ ス の実績を 収めま し た。

・ 学校改革を 進める ために積極的に本市の教育に参画し よ う と する 人材を 確保し 、 教科指導、
　 進路指導、 生徒指導な ど 質の高い教育を 実践する こ と が課題です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 教育審議会の意見を 参考に、 公募によ り 採用し た校長の高いリ ーダーシッ プのも と 、 一人
　 ひと り の希望する 進路に向けた確かな学力や技能等を 培う 実学教育を 重視し 、 将来、 職業
　 を 通じ て 社会に貢献でき る 人材の育成を 目指し 、 生徒の社会的自立を 促し ていき ま す。

施 策 の 内 容

・ ス ト レ ス チェ ッ ク を 実施し 、 高ス ト レ ス 者が産業医と 面談でき る 体制を 整えま す。
・ ス ト レ ス 状況を 把握でき る よ う 、 セルフ チェ ッ ク シス テム の活用を 推進し ま す。
・ 様々な問題、 課題に対し て、 教職員一人で悩み、 問題を 抱え 込むこ と のないよ う 、 気軽に相
　 談でき る 支援体制を 構築し ま す。

細 施 策 ①市立川越高等学校の活性化・ 特色化の推進

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 産業医と の面談日を 1日設定（ 面談実施者　 4名）
・ ス ト レ ス チェ ッ ク 実施対象者1, 549名、 実施者1, 355名（ 87％）

現 状 ・ 課 題

・ 産業医と の面接希望者に対し 、 面接の場を 設定し 実施する こ と ができ ま し た。

・ ス ト レ ス チェ ッ ク は本人の希望によ り 実施する も のですが、 自身のス ト レ ス 状況を 把握でき
　 る よ う 、 更に実施率を 高める 必要があ り ま す。 学校において は、 相談し やすい体制を 構築し
　 ていく 必要があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ ス ト レ ス チェ ッ ク を 実施し 、 産業医と の面接を 希望する 者に対し て、 面接の場を 設定・ 充実
　 さ せていき ま す。
・ ス ト レ ス チェ ッ ク の実施率が高ま る よ う に、 対象職員への働き かけを 校長に促し ま す。
・ 校長会等で、 相談し やすい相談体制を 構築する よ う 周知し ま す。

施 策 の 内 容

・ ア メ リ カ ・ オレ ゴ ン 州にあ る ノ ース ・ セーレ ム 高校と の国際交流を 通じ て、 グロ ーバル化に
　 対応し たコ ミ ュ ニケ ーショ ン 力を 身に付け、 川越や日本のこ と を き ち んと 伝える こ と のでき
　 る 国際人を 育てま す。
・ 本市唯一の市立高校と し て、 異校種や家庭・ 地域と の連携を 図り ながら 、 創立100周年に向け
  て、 時代の要請と 市民の期待に応える 魅力あ る 学校づく り を 進めま す。
・ 一人ひと り の希望する 進路に向けた確かな学力・ 技能等を 培い、 人生や社会の未来を 切り 拓
　 く こ と のでき る 力を 育みま す。
・ 普通科と 商業に関する 学科（ 情報処理科・ 国際経済科） の3学科併置校と し て の特色を 生かし
　 た教育活動の充実を 図り ま す。
・ こ れま での取組を 継続し 、 部活動の活躍を 通し て学校の魅力を 一層高めま す。
・ 多様な学びの機会を 創造する ため、 市内4大学及び女子栄養大学と の連携、 地元企業や関係機
　 関と の連携を 推進し ま す。
・ 市立川越高等学校のホ ーム ページを よ り 充実さ せ、 教育活動の内容や成果に関し て 適時に適
　 切な情報を 発信し ま す。

細 施 策 ③悩みを 抱える 教職員のための支援体制づく り
担当課

学校管理課

(2 )教職員の働き 方改革

担当課

市立川越高等学校

(3 )魅力ある 市立川越高等学校づく り の推進
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標３

現状

課題

関連指標

指標３

現状

課題

細 施 策 ③中学校・ 市立川越高等学校連携の推進

施 策 の 内 容

・ 市立川越高等学校の取組を 市立中学校に広く 周知する ために、 引き 続き 研究委嘱校を 設定
　 し 、 支援し ていき ま す。
・ 商業に関する 学科と の連携な ど 、 市立川越高等学校の特色を 生かし た連携方法について、 研
　 究し ていき ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 本校にて 生徒会の生徒によ る 高校生活紹介（ オン ラ イ ン 参加を 含む）
（ 川越第一中、 高階中、 高階西中、 大東西中、 霞ケ 関中、 川越西中、 鯨井中）
・ 管理職が中学校へ訪問する 進路ガイ ダン ス
（ 城南中（ 中3保護者対象） 、 霞ケ 関西中（ 中2生徒対象） ）
・ 管理職が中学校へ訪問する 学校説明会
（ 福原中（ 中3生徒保護者対象） ）

現 状 ・ 課 題
・ 様々な形態によ り 市内中学校10校と の校種間連携を 行いま し た。

・ 市立川越高等学校の取組を 広く 周知する ため、 希望する 多く の中学校と の校種間連携を 進め
　 る こ と が重要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 年度当初に中高連携の計画を 周知する こ と によ り 、 中学校側が連携の趣旨を 理解し た上で申
　 し 込むこ と ができ る よ う にし 、 希望する 多く の中学生にと っ て 有益な 取組と なる よ う に校種
　 間連携を 進めま す。

現 状 ・ 課 題

・ 総合型選抜を 活用する 生徒が多く 、 一般選抜で受験する 生徒は少ない状況です。
（ 法政大、 明治学院大、 獨協大、 武蔵大、 日本大、 東洋大、 駒澤大、 専修大等）

・ 一般選抜に向けての対策と 多様化する 選抜方法への対応が求めら れま す。
・ Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た情報収集と その活用方法について、 教職員のス キ ルに差があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 生徒一人ひと り に合わせた指導と し て進学補習、 面接指導、 小論文指導等を 実施し ま す。
・ 教員がＩ Ｃ Ｔ を 適切に活用でき る よ う 、 引き 続き 研修等を 実施し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 市立高等学校教員進学指導力向上研修を 活用し た、 民間教育機関の研修を 受講　 2名
・ 教員を 対象にGoogl e f or  Educat i on研修、 i Pad利活用研修等を 実施　 4回
・ 探究活動等、 生徒が主体的に学べる よ う に1学年全生徒がタ ブレ ッ ト 端末を 所持　 280台

細 施 策 ②進路指導力向上のための教職員研修の充実

施 策 の 内 容

・ Soci et y5. 0時代に対応し た教育を 実施する ため、 全て の教員がＩ Ｃ Ｔ を 適切に活用でき る こ
　 と を 目指し ま す。
・ 教員を 大学進学予備校や民間教育機関の研修等に参加さ せ、 その成果を 校内に普及さ せる こ
　 と で大学等への進学指導力の向上を 目指し ま す。

(3 )魅力ある 市立川越高等学校づく り の推進
担当課

学校管理課・ 市立川越高等学校

担当課

市立川越高等学校
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標３

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 教科別の指導「 国語」 「 数学」 の習熟度別授業の実施
・ 産業現場等における 実習（ 現場実習） 、 「 職業」 の計画的な 実施
・ 卒業生ア フ タ ーフ ォ ロ ーの実施　 55件（ 企業訪問　 47件・ 電話相談 8件）
・ 教育活動に合わせた学習者用コ ン ピ ュ ータ の活用
　 ※年間を 通し て8割程度の活用（ 主に理科・ 進路・ 道徳・ 外国語な ど ）

現 状 ・ 課 題

・ 授業や実習、 卒業生へのア プロ ーチについては例年通り に実施し ていま す。
・ Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た授業について学校研究と し て 取り 組み、 教職員の指導ス キ ルを 向上さ せる
　 よ う 努めていま す。
・ 卒業後社会の一員と な る ために、 必要な ス キルについて体験を 通し て 学び、 生き る 力の育成
　 （ Ｓ Ｓ Ｔ 週間・ 自立活動） を 図っ ていま す。

・ 習熟度別や少人数での指導な ど 、 生徒の実態や状況に合わせて 指導形態を 変えて いる が教
　 室が少な い状況です。
・ 学習者用コ ン ピ ュ ータ のさ ら なる 活用を 深める 必要があ り ま す。
・ 学習者用コ ン ピ ュ ータ の教職員用の端末については、 学年2台であ る ため、 活用が活発にな
　 ればなる ほど 、 教材研究等に支障が出て き ていま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 黒板や教室の大き さ な ど に課題があ る も のの、 特別教室を 普通教室の代わり に利用し ていき
　 ま す。
・ 教員間で効果的な端末利用を 工夫する と と も に、 引き 続き 端末の台数を 増やすこ と も 検討し
　 ま す。

成 果 実 績
保護者アン ケート で「 入学さ せ
てかなり よ かっ た」 「 入学さ せ
てよ かっ た」 と 答えた割合
（ ％）

97. 7 95. 8

施 策 の 内 容

・ 市立特別支援学校の教育活動が円滑に進めら れる よ う にする ために、 教育環境の整備・ 充実
　 に向けた支援体制の充実を 図り ま す。
・ 卒業後「 ひと り だち する 生徒」 を 目指し 、 基礎的な知識、 理解の定着を 図る と と も に、 個人
　 及びグ ループで適切に作業に取り 組める 能力の育成を 図り ま す。
・ 生徒一人ひと り に応じ た進路指導、 援助を 計画的、 組織的、 継続的に推進し ま す。
・ 卒業後の職場定着のために、 卒業後3年間支援し ま す。
・ Ｉ Ｃ Ｔ 機器に触れ、 活用する 力を 育成し ま す。

細 施 策 ①市立特別支援学校の整備・ 充実

細 施 策 ④市立川越高等学校教育環境の整備・ 充実

施 策 の 内 容

・ 施設・ 設備面から も 教育力の維持向上を 目指し 、 よ り 安全で快適な教育環境を 整備する た
　 め、 計画的に改修を 進めま す。
・ 情報活用能力の育成や「 主体的・ 対話的で深い学び」 を 実現する ため、 Ｉ Ｃ Ｔ 環境を 一層整
　 備し ていき ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 地歴準備室等空調設備改修工事
・ 校舎D棟外壁等改修工事設計業務委託
・ エレ ベータ ー改修工事( R5～R6債務負担行為）
・ 視聴覚室音響設備修繕工事

現 状 ・ 課 題

・ 「 川越市立川越高等学校大規模改修方針」 に基づき 、 ま た、 創立100周年に向けて学校運営
　 に大き な 影響がないよ う に計画的に改修工事を 実施し ていま す。

・ 学校運営に影響がな いよ う に改修工事を 行う こ と が課題です。
・ 情報処理実習室等で使用し て いる 端末の更新及び、 ネッ ト ワ ーク の環境整備が課題です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 学校運営に支障が生じ ないよ う 計画的に改修工事を 行いま す。
・ 授業等、 学校運営に支障が出ないよ う に、 適正な機器更新及びネッ ト ワ ーク の環境整備を 進
　 めま す。

100

市立川越高等学校

(4 )市立特別支援学校の充実
担当課

市立特別支援学校

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

担当課
(3 )魅力ある 市立川越高等学校づく り の推進
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標４

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 特別支援教育コ ーディ ネータ ー及び教頭によ る 学校訪問での教育相談等 38件
・ 夏季休業中及び年度末の市立特別支援学校職員によ る 中学校訪問 22校( 市立中学校全校)
・ 特別支援教育コ ーディ ネータ ー及び管理職が、 市の研修会で講師と し て講義・ 演習を 実施

現 状 ・ 課 題

・ 市立小・ 中・ 高等学校に対し て、 特別支援教育の理解、 校内環境の整備と 学習・ 生活上の
　 配慮、 教材・ 教具等の作成活用等についてアド バイ ス を 行っ て いま す。

・ セン タ ー的機能を 活用し ている 学校が限ら れて いま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 教職員向け研修会や校長会等を 通じ て、 市立小・ 中・ 高等学校へセン タ ー機能の積極的な
　 活用を 促し ていき ま す。
・ 市立特別支援学校の特別支援教育コ ーディ ネータ ーが、 セン タ ー的機能の充実に専念でき
　 る よ う にし ま す。

細 施 策 ②市立特別支援学校のセン タ ー的機能の充実

施 策 の 内 容
・ 市立特別支援学校が、 保護者に対する 相談活動や小・ 中学校等へのセン タ ー的な 役割を 担え
　 る よ う 支援体制の充実を 図り ま す。

担当課

教育セン タ ー

(4 )市立特別支援学校の充実
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